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信頼できるアレルギー情報提供のルールを
外食・中食



周囲の理解が得られず、孤立してアレルギーに苦しん
でいる患者さんを守り、健康を回復してもらうために

〇相談活動：年間約400人、一人を大切に、共感と励ましを送
り適切な医療や学校・園・行政によるサポートへ橋渡しします

〇講演会・学習懇談会活動：羅針盤となる「治療ガイドライン」
をともに学び、自ら治療に取り組むアドヒアランスを育て、自己
管理を可能にします

〇調査・研究、提言活動：建設的で具体的な提案と協力を惜
しまず、アレルギー患者を支える仕組みづくりを働きかけます

「母の会」 はアドボカシー団体です
1999年8月設立 2008年4月NPO法人化

（顧問：西間三馨先生 国立病院機構福岡病院名誉院長、日本アレルギー学会元理事長）



2014(平成26)年4月 消費者庁「外食等におけるアレルゲン情報の提供の在り方検討会」
（母の会代表など患者委員4人が参加）

2014(平成26)年12月 検討会が中間報告公表「各外食等事業者が自らの事業の実態に合
わせたマニュアルを作成し、外食等事業者による誤認のない、適切なアレルゲン情報
の提供が促進されることが期待される」

2015(平成27)年12月 アレルギー疾患対策基本法施行
2017(平成29)年3月 基本法に基づく「アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指
針」に「外食事業者等が行う食物アレルギー表示の適切な情報提供の取組等を推進す
る」と記述

2021(令和3)年8～9月 アレルギーを考える母の会など患者会が実態調査を実施（監修：
昭和大学医学部小児科学講座教授、今井孝成先生）

2021(令和3)年11月11日 調査結果を踏まえ、7患者会が消費者庁長官に対し「入院を要
するような重症症例が発生し続けていることは、この間の取り組みが不十分であるこ
とを表しており、患者として到底、看過できない（中略）実効性ある表示ルール作り
に早急に取り組むよう要望する」と要請

2022(令和4)年3月 「アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針」を改正、「外
食事業者等が行う食物アレルギー表示の適切な情報提供に関する取組等を積極的に推
進する」と、具体的に取り組みを進める記述に改正

外食・中食におけるアレルギー情報提供に関する動き



「中間報告」から７年が経過した2021年（令和3年）

取り組みは進んでいるのか？調べてみた

〇調査対象：食物アレルギー患者本人または保護者
〇調査方法：インターネットを用いた調査 調査期間：令和3年8月～9月

「外食等におけるアレルゲン情報の提供の在り方検討会」（平成26年）
で委員を務めた患者会を中心に、食物アレルギー患者が外食・中食に向
き合っている現状を明らかにするWeb調査を行った

【調査を行った8患者会】
NPO法人アレルギーを考える母の会
NPO法人ピアサポートF.A.cafe
大阪狭山食物アレルギー・アトピーサークル「Smile・Smile」
NPOアレルギー児を支える全国ネット「アラジーポット」
NPO法人アレルギーの正しい理解をサポートするみんなの会
アレルギーっ子の子育てママ
ひらつか食物アレルギーの会
えびなアレルギーサークルデイジー

（監修：昭和大学医学部小児科学講座教授 今井孝成先生）
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「表示のルール作り」 を消費者庁に要望（2021年11月11日）

「入院を要するような重症症例が発生し続けていることは、
この間の取り組みが不十分であることを表しており、患者
として到底、看過できない。（中略）実効性ある表示ルー
ル作りに早急に取り組むよう要望する」

伊藤明子消費者庁長官（当時）に要望を行った（2021年11月11日）



・事前の問い合わせや店頭での確認時に「そういうのやってないか
ら！」と冷たく門前払いされ、確認もできなかった

・子どもだけで外食する際は、店員にアレルギーについて質問するこ
とへの心理的ハードルが高い

・アレルギー対応をお願いしていた食事で症状がでた。確認しても
らったところ、アレルゲンが入っていたことが何度もあった

・パン屋で表示にアレルゲンが無かったので購入し食べたところアナ
フィラキシーを起こした。誤食後すぐにお店に確認したところ「厨
房では使用している」と言われ、店内での統一が無かった

・事前に何度も確認し、当日も確認しながら注文したが、出された物
にアレルゲンが入っていた。指摘したが他にもアレルゲンを含む食
べ物が出てきたので、食べずに店を出た。家族で「七五三」を祝う
食事で、本人も落ち込み「お外で食べちゃダメなんだね」と親に見
えないように泣いていた。兄弟もお腹をすかしていたが何も言えず
泣いていて、親としても悔しく、苦しく、悲しかった

最近の実情「悲しかったこと」



・以前に比べ、アレルギーへの理解や対応を行う店舗が増え、安心し
て外食できる機会が増えたと感じる

・アレルギー対応が徹底されている店舗では、提供方法まで統一され
ており安心感があった

・ホテルに宿泊して食事をした。事前にメールでやりとりしていたが、
食事の時にシェフが来てくれて、説明しながら「自分たちにとって
も勉強になるので教えてくれてありがたい」などと言葉をかけてく
れた。おいしそうに食べている娘を見て「この笑顔が何より嬉しい
んです」と言って見守ってくれた時には、感謝しかなかった

・〇〇グループのお店はアレルゲン表示が徹底しており、低アレルゲ
ンメニューでプリンが食べられたときは、嬉しくてお代わりした

・チェーン店で、アレルギーを伝えると交代して店長が対応し、アレ
ルギー表などを一緒に確認した上で「責任を持って私が作ります」
を言ってくれた。その一連が当然のように、にこやかに、さらにそ
れがほぼどの店舗でもそうであることに安心感・安堵感を覚える

最近の実情「嬉しかったこと」



【質問】アレルギー疾患に関して今後さらに取り組んでほしい課題（複数回答）
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子どもがアレルギーでも保護者が安心して働き続けるこ…
備蓄や避難所での対応推進など災害時のアレルギー患者…

外食・中食でのアレルギー表示の法的規制
外食・中食でのアレルギー情報の提供の推進

妊娠期・乳幼児期の保護者に対する市町村保健センター…
困った時に気軽に相談できる行政などの体制づくり

必要な時に正しい情報を得られる環境づくり
老人福祉施設での対応の充実

障害者支援施設での対応の充実
児童養護施設など児童福祉施設での対応の充実

学校での対応の充実
幼稚園での対応の充実
保育所での対応の充実

アレルギー疾患の発症・重症化を予防するための研究の…
アレルギー疾患のより良い治療を行うための研究の推進
オンライン診療で適切な医療を受けられるようになる

都道府県拠点病院など専門病院で確実に適切な医療を受…
身近なクリニックでも適切な医療を受けられるようになる

「基本的な指針」に基づく取り組みは、患者（保護者）のために
どこまで進んだか（2026年(令和8年)3月に実施した患者調査の一部）

（監修：国立成育医療研究センター・アレルギーセンター長 福家辰樹先生）



・食物アレルギーの患者、中でも子どもたちは、家族や友だちと一
緒に、安心して外食を楽しみたいと思っています

・消費者庁は、情報提供のルールや情報が確実であることを保証す
る取り組みを示した「ガイドライン」を策定していただきたい

・事業者にとって「ガイドライン」があれば取り組みやすいのでは
ないでしょうか。患者にとっても、事業者ごとに対応が異なる
「分かりにくさ」に戸惑うことがなくなります

・取り組む事業者の「手上げ方式」で、「ガイドライン」に沿って
対応している店舗であることが分かるようにしてください

・患者が利用できる店舗が一時的に減っても、信頼できる情報を提
供している店舗があることが、患者にとっては何より大切です

消費者庁は 「ガイドライン」 策定を
外食・中食におけるアレルギー情報の提供



子どもたちの笑顔を
広げてください

食物アレルギーの女の子、お店に事前に
確認して、４歳の時に初めて、家族で外
食しました（写真）。最初は少し不安そ
うに、1種類ずつ食べる前に「食べていい
の？」と聞いていましたが、食べた時は
嬉しそうに「美味しい、美味しい」と、
もったいなくて、なかなか飲み込まな
かったそうです

（意見交換会に限り、本人・ご家族の了解を得て紹介）

写 真
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